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復
興
庁
の
２
０
２
３
年
度
予

算
の
概
算
要
求
の
総
額
は
前
年

度
比
８
・
６
㌫
減
の
５
２
９
２

　

23
年
度
予
算
の
概
算
要
求
は

▽
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

▽
社
会
経
済
活
動
の
確
実
な
回

復
と
経
済
好
循
環
の
加
速
・
拡

大
▽
豊
か
で
活
力
あ
る
地
方
創

り
と
分
散
型
の
国
づ
く
り
―
の

三
つ
の
重
点
項
目
を
設
定
。

　

重
要
政
策
推
進
枠
を
含
む
要

求
内
容
を
見
る
と
、
昨
年
に
全

面
施
行
し
た
流
域
治
水
関
連
法

を
踏
ま
え
た
「
流
域
治
水
」
の

本
格
的
実
践
に
６
７
１
０
億
円

を
盛
り
込
ん
だ
。
中
小
河
川
を

含
め
た
洪
水
氾
濫
を
防
ぐ
た
め

　

土
砂
災
害
対
策
に
は
１
２
３

６
億
円
を
求
め
た
。
砂
防
施
設

の
整
備
強
化
や
被
災
す
る
可
能

性
の
高
い
住
宅
の
安
全
性
確
保

な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
と

な
っ
た
対
策
を
進
め
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に

は
８
９
６
９
億
円
を
要
求
。
予

防
保
全
へ
の
本
格
転
換
、
新
技

術
を
活
用
し
た
効
率
的
な
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
施
な

ど
を
推
進
す
る
。
地
方
の
老
朽

化
対
策
や
防
災
・
減
災
を
支
援

す
る
防
災
・
安
全
交
付
金
に
は

９
６
７
７
億
円
を
求
め
る
。

　

Ｇ
Ｘ
推
進
で
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
普
及
や
木
材
活
用
、

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策

強
化
な
ど
に
１
３
０
３
億
円
、

港
湾
分
野
の
脱
炭
素
化
と
な
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー

ト
の
形
成
に
６
６
４
億
円
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
で
は
、
公
共
工
事

で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用

拡
大
、
５
Ｇ
を
活
用
し
た
無
人

化
施
工
の
現
場
実
装
、
都
市
分

野
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
「
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ
（
プ
ラ
ト
ー
）」

の
活
用
拡
大
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
に
取
り
組

む
。

　

こ
の
ほ
か
、
不
動
産
・
建
設

経
済
局
が
取
り
組
む
建
設
産
業

の
働
き
方
改
革
に
２
億
５
６
０

０
万
円
を
要
求
し
、
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
）
の
普
及
促
進
な
ど
に
取

り
組
む
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
に

向
け
て
は
全
国
各
地
で
説
明
会

を
実
施
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
導
入
や

適
正
な
雇
用
関
係
へ
の
誘
導
に

つ
な
げ
る
。
不
適
正
な
請
負
契

約
を
防
ぐ
ツ
ー
ル
（
働
き
方
改

革
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
の

説
明
会
も
行
う
。

　

働
き
方
改
革
関
係
で
は
こ
の

ほ
か
、
工
期
設
定
の
実
態
調
査

や
建
設
業
界
へ
の
働
き
か
け
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
生
産
性

向
上
の
好
事
例
集
を
作
成
す
る
。

　

自
治
体
に
対
し
て
は
入
札
契

約
適
正
化
の
取
り
組
み
状
況
を

調
査
し
、
調
査
結
果
を
「
見
え

る
化
」し
て
公
表
す
る
こ
と
で
、

入
札
契
約
制
度
の
さ
ら
な
る
改

善
を
促
す
。
女
性
の
定
着
促
進

や
中
学
生
へ
の
建
設
業
の
魅
力

発
信
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　

道
路
局
関
係
の
要
求
額
は
前

年
度
比
19
・
３
㌫
増
の
２
兆
５

１
７
６
億
２
８
０
０
万
円
。
重

要
政
策
推
進
枠
と
し
て
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
・

拠
点
の
連
携
確
保
に
２
８
９
１

億
円
、
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
２
２
７
７
億

円
、
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
さ

ら
な
る
推
進
に
９
３
４
億
円
を

そ
れ
ぞ
れ
要
望
す
る
。

　

直
轄
事
業
の
要
求
額
は
１
兆

９
０
２
６
億
円
（
19
・
３
㌫

増
）
で
、
こ
の
う
ち
改
築
そ
の

他
が
１
兆
２
７
０
１
億
６
０
０

０
万
円
、
維
持
修
繕
が
５
１
９

７
億
６
７
０
０
万
円
。
補
助
事

業
は
６
０
３
３
億
８
４
０
０
万

円
（
19
・
５
㌫
増
）
で
、
こ
の

う
ち
高
規
格
道
路
、
Ｉ
Ｃ
等
ア

ク
セ
ス
道
路
そ
の
他
が
３
０
３

３
億
０
４
０
０
万
円
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
が
２
７
４
８

億
円
。
有
料
道
路
事
業
は
０
・

４
㌫
減
の
１
１
６
億
４
４
０
０

万
円
と
し
た
。

　

港
湾
局
で
は
前
年
度
比
18
・

７
㌫
増
の
３
０
９
２
億
円
を
要

求
。
こ
の
う
ち
港
湾
整
備
事
業

は
２
８
９
６
億
円
、
港
湾
海
岸

事
業
は
１
８
２
億
円
、
災
害
復

旧
事
業
は
14
億
円
。
港
湾
に
お

け
る
脱
炭
素
化
の
推
進
に
向
け

て
新
技
術
の
導
入
実
証
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）
の
形
成
支
援
な
ど

の
費
用
も
求
め
た
。
国
際
コ
ン

テ
ナ
戦
略
港
湾
の
機
能
を
強
化

す
る
た
め
、
公
共
事
業
関
係
費

５
８
２
億
円
を
要
求
。
大
型
船

の
入
港
を
可
能
と
す
る
た
め
、

国
際
標
準
の
水
深
、
広
さ
を
有

す
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
洋
上
風
力
発
電
の
導

入
促
進
で
は
、
発
電
施
設
の
整

備
・
維
持
の
拠
点
と
な
る
港
湾

の
指
定
、
整
備
を
引
き
続
き
進

概算要求・
重点要望特集

2023年度

復 興 庁復 興 庁

億
円
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
住
宅
再
建
・
復
興

ま
ち
づ
く
り
は
６
・
１
㌫
減
の

の
抜
本
的
な
治
水
対
策
や
、
浸

水
被
害
地
域
で
の
再
度
災
害
防

止
対
策
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

の
整
備
な
ど
に
加
え
、
水
害
リ

ス
ク
を
踏
ま
え
た
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
や
水
害
リ
ス
ク
情
報
の

充
実
を
進
め
る
。

　

災
害
時
の
物
流
・
人
流
確
保

に
向
け
て
は
５
５
０
３
億
円
を

要
求
し
、
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
や
４
車
線

化
な
ど
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
能
強
化
に
取
り
組
む
。

　

国
土
交
通
省
は
２
０
２
３
年
度
当
初
予
算
の
概
算
要
求
で
、
一
般
会
計
の
公
共
事
業
関
係
費
に

前
年
度
比
19
・
０
㌫
増
の
国
費
６
兆
２
４
４
３
億
円
を
求
め
た
。
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

に
備
え
、
事
前
防
災
対
策
や
流
域
治
水
の
本
格
的
実
践
に
取
り
組
む
ほ
か
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
や
、
技

術
革
新
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
も
重
点
投
資
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
新
た
に
資
材
価
格
高
騰
へ
の
対
応
で
必
要
と
な
る
経
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

国土交通省

資
材
高
騰
対
応
費
を
盛
り
込
む

４
７
７
億
円
。

原
発
事
故
の
被

災
地
の
復
興
・

再
生
に
充
て
る

予
算
に
は
８
・

５
㌫
減
の
４
０

６
９
億
円
を
要

求
し
て
い
る
。　

　

帰
還
困
難
区

域
の
う
ち
特
定

復
興
再
生
拠
点

区
域
外
の
避
難

指
示
解
除
に
必

要
な
経
費
に
つ

い
て
は
、
住
民

の
意
向
確
認
の

段
階
に
あ
る
た

め
金
額
を
示
さ

な
い
事
項
要
求

技術革新へDXに重点投資技術革新へDXに重点投資
道路ネットワーク、流域治水等を推進道路ネットワーク、流域治水等を推進
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と
し
た
。

　

福
島
県
浜
通
り
地
域
に
ロ

ボ
ッ
ト
分
野
な
ど
技
術
を
集
積

す
る
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
関
連
で
は
64

億
円
を
盛
っ
た
。
新
設
す
る
福

島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
関
連

事
業
は
、
福
島
県
の
提
案
を
受

け
て
立
地
場
所
を
浪
江
町
川
添

地
区
、
仮
事
務
所
を
同
町
権
現

堂
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
な
み
え
」
に
決
定
し
た
。

　

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・

再
生
で
は
、
帰
還
困
難
区
域
の

特
定
復
興
再
生
拠
点
整
備
事
業

に
４
３
５
億
円
を
要
求
。
地
方

公
共
団
体
に
長
期
避
難
者
の
帰

還
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
を

一
括
し
て
支
援
す
る
福
島
再
生

加
速
化
交
付
金
に
は
６
２
１
億

円
が
必
要
と
し
た
。
中
間
貯
蔵

施
設
の
関
連
事
業
な
ど
に
は
１

め
る
。
防
災
・
減
災
対
策
で

は
、
高
潮
・
津
波
対
策
や
、
浸

食
災
害
に
備
え
た
海
岸
整
備
を

継
続
。
老
朽
化
が
進
む
港
湾
・

海
岸
保
全
施
設
に
対
し
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
集
中
的
・
計

画
的
な
老
朽
化
対
策
を
引
き
続

き
補
助
す
る
。

　

営
繕
費
の
要
求
額
は
前
年
度

比
20
・
０
㌫
増
の
２
１
０
億
６

７
０
０
万
円
、
特
定
国
有
財
産

整
備
の
要
求
額
は
13
・
２
㌫
減

の
１
８
５
億
４
７
０
０
万
円
。

脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
木
材
を
利
用
し
た
官
庁
施

設
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
。

国
土
交
通
省
が
概
算
要
求
に
当

た
っ
て
各
省
庁
が
ま
と
め
た
営

繕
計
画
書
に
対
す
る
個
別
意
見

書
を
公
表
。
こ
の
う
ち
東
北
で

２
３
年
度
以
降
に
発
注
が
見
込

ま
れ
る
全
体
計
画
額
が
お
お
む

ね
１
億
円
以
上
の
計
画
を
見
る

と
、
防
衛
省
所
管
の
郡
山
駐
屯

地
隊
庁
舎
や
財
務
省
の
酒
田
港

湾
合
同
庁
舎
増
築
、
厚
生
労
働

省
の
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
改
修
な
ど
が
新
た
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

鳴瀬川ダム工事専用道路が着工（22年６月）

　

環
境
省
の
２
０
２
３
年
度
概

算
要
求
は
、
一
般
会
計
は
22
年

度
当
初
比
25
㌫
増
の
１
８
６
１

億
円
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別

会
計
は
同
47
㌫
増
の
２
４
３
６

億
円
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
会
計
は
同
９
㌫
減
の
３
１
１

７
億
円
で
、
合
計
は
22
年
度
当

初
比
13
㌫
増
の
７
４
１
４
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会

計
の
う
ち
福
島
県
内
の
取
り
組

み
に
関
し
て
は
、
中
間
貯
蔵
施

設
の
整
備
お
よ
び
管
理
運
営

と
、
除
去
土
壌
等
の
減
容
・
再

生
利
用
の
推
進
に
１
７
８
６
億

円
を
計
上
。
内
訳
は
中
間
貯
蔵

施
設
整
備
と
除
去
土
壌
輸
送
な

ど
に
１
５
５
２
億
円
、
除
去
土

壌
の
減
容
・
再
生
利
用
に
向
け

た
技
術
開
発
に
２
０
８
億
円
を

求
め
る
。

　

除
去
土
壌
等
の
適
正
管
理
と

原
状
回
復
な
ど
に
は
１
６
９
億

円
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
の
整

備
に
必
要
な
除
染
等
に
４
３
５

環 境 省環 境 省

復
興
特
別
会
計
に

３
１
１
７
億

億
円
、
放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄

物
の
処
理
に
６
５
５
億
円
を
充

て
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

で
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

合
理
化
を
図
る
委
託
事
業
な
ど

に
前
年
度
同
規
模
の
４
億
５
０

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。
洋
上

風
力
発
電
の
導
入
が
見
込
ま
れ

る
海
域
で
環
境
調
査
を
実
施

し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
地
方
公
共
団
体

や
事
業
者
に
提
供
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
自

治
体
を
支
援
す
る
「
地
域
脱
炭

素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」

に
、
前
年
度
と
比
べ
て
２
倍
の

４
０
０
億
円
を
要
求
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
建
設
労
働

者
の
雇
用
改
善
や
能
力
開
発
を

支
援
す
る
「
建
設
事
業
主
等
に

対
す
る
助
成
金
」
に
前
年
度
比

13
・
２
㌫
増
の
77
億
円
を
要
求

し
て
い
る
。
建
設
事
業
主
団
体

に
よ
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
普
及

促
進
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

事
業
は
、
２
０
２
２
年
度
に
引

き
続
き
実
施
。
石
綿
ば
く
露
防

止
対
策
で
は
、
事
前
調
査
の
徹

底
に
向
け
て
講
習
機
関
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
置
す
る
。

　

建
設
事
業
主
に
対
す
る
助
成

金
で
は
、
若
手
・
女
性
建
設
労

厚生労働省厚生労働省

石
綿
事
前
調
査
の

実
施
徹
底
へ

働
者
を
対
象
と
し
た
試
行
雇
用

や
現
場
見
学
会
、
職
業
能
力
開

発
促
進
法
に
基
づ
く
訓
練
を
補

助
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
促
進
に

向
け
、
建
設
事
業
主
団
体
が
技

能
者
登
録
料
の
補
助
や
申
請
手

続
き
支
援
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
導
入
を
行
っ
た
場
合
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　

労
働
安
全
衛
生
の
関
連
で

は
、
化
学
物
質
対
策
、
石
綿
ば

く
露
防
止
対
策
の
徹
底
に
14
億

円
を
要
求
。
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
建
設
業
で
の
化
学
物

質
の
ば
く
露
防
止
手
法
を
検
討

す
る
。
化
学
物
質
の
危
険
有
害

性
を
示
す
ラ
ベ
ル
・
安
全
デ
ー

タ
シ
ー
ト
の
活
用
も
促
進
す
る
。

　

長
時
間
労
働
の
是
正
に
も
１

１
４
億
円
を
求
め
て
い
る
。
生

産
性
を
高
め
な
が
ら
労
働
時
間

の
縮
減
に
取
り
組
む
事
業
者
へ

の
支
援
に
85
億
円
を
充
て
る
ほ

か
、
都
道
府
県
労
働
局
・
労
働

基
準
監
督
署
に
よ
る
監
督
指
導

体
制
の
強
化
に
も
29
億
円
が
必

要
だ
と
し
た
。

　

第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画

に
基
づ
く
労
災
防
止
対
策
に
は

60
億
円
を
充
て
、
建
設
工
事
で

は
一
人
親
方
を
含
め
た
安
全
衛

生
対
策
を
推
進
す
る
。

７
８
６
億
円
を
求
め
て
い
る
。

　

住
宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
う
ち
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
要
求
額
は
12
・
６
㌫

増
と
な
る
１
１
６
億
円
。
こ
の

ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
堤
防
な
ど
の
災
害
復
旧
事

業
に
75
億
円
、
森
林
整
備
事
業

に
44
億
円
を
求
め
て
い
る
。

東北のダム事業東北のダム事業

鳴
瀬
川
ダ
ム（
宮
城
）に
は

39
億
余
を
投
入

　

東
北
の
ダ
ム
事
業
費
は
成
瀬

ダ
ム
な
ど
４
事
業
で
計
３
６
６

億
９
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
（
秋
田
県

東
成
瀬
村
）
の
要
望
額
は
２
２

８
億
７
０
０
０
万
円
。
本
体
工

事
、
取
水
放
流
設
備
工
事
、
管

理
設
備
工
事
、
付
替
え
道
路
工

事
な
ど
を
進
め
る
。

　

鳴
瀬
川
総
合
開
発
事
業
（
宮

城
県
加
美
町
）
に
は
本
体
関
連

調
査
・
測
量
設
計
、
用
地
補
償
、

工
事
用
道
路
工
事
に
39
億
２
０

０
０
万
円
を
投
入
。

　

鳥
海
ダ
ム
（
秋
田
県
由
利
本

荘
市
）
は
94
億
１
０
０
０
万
円

を
要
望
。
転
流
工
、
付
替
え
道

路
工
事
、
用
地
補
償
、
本
体
関

連
調
査
・
測
量
設
計
な
ど
を
進

め
る
。

　

北
上
川
上
流
ダ
ム
再
生
（
盛

岡
市
）
に
は
４
億
９
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
環
境
調
査
、
本

体
関
連
調
査
設
計
な
ど
を
行
う
。

国交省関係23年度概算要求総括表（国費）
（単位・百万円）

予算事項 2023年度要求 2022年度予算 前年度比

治山治水 1,045,633 880,636 18.7％

道路整備 1,990,357 1,665,986 19.5％

港湾空港鉄道等 481,614 398,783 20.8％

住宅都市環境整備 869,955 729,932 19.2％

公園水道廃棄物処
理等

111,651 93,330 19.6％

社会資本整備総合
交付金

689,983 581,731 18.6％

防災・安全交付金 967,738 815,570 18.7％

推進費等 30,438 25,177 20.9％

災害復旧等 56,900 56,900 0.0％

公共事業関係費 6,244,269 5,248,045 19.0％

その他施設 42,578 43,024 －1.0％

行政経費 641,132 559,739 14.5％

合　計 6,927,979 5,850,808 18.4％

公
共
事
業
費
に

公
共
事
業
費
に
66..22
兆
円
を
要
求

兆
円
を
要
求

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
に

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
に

6464
億
円
を
要
求

億
円
を
要
求

福島国際研究教育機構の立地場所
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１１　

文
部
科
学
省
は
２
０

２
３
年
度
予
算
の
概
算

要
求
で
、
公
立
学
校
施

設
の
整
備
に
前
年
度
比

で
２
０
６
・
１
㌫
の
大

幅
増
と
な
る
２
１
０
３

億
８
０
０
０
万
円
を
要

求
。

　

公
立
学
校
施
設
の
老

　

秋
田
県
の
提
案
・
要
望
は
総

件
数
76
件
。
う
ち
新
規
事
項
は

８
件
。

　

新
規
の
う
ち
、
世
界
遺
産
の

整
備
に
関
す
る
要
望
は
、
鹿
角

市
の
特
別
史
跡
・
大
湯
環
状
列

石
に
つ
い
て
、
２
つ
の
環
状
列

石
の
間
を
通
る
主
要
地
方
道
・

十
二
所
花
輪
大
湯
線
移
設
へ
の

財
政
支
援
を
求
め
る
も
の
。
他

に
、
道
路
標
示
の
再
塗
装
の
た

め
例
年
12
月
に
設
定
し
て
い
る

債
務
負
担
行
為
に
対
応
し
、
国

庫
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る

よ
う
求
め
た
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

道
13
号
「
横
手
北
道
路
」
の
早

期
事
業
化
、国
道
１
０
５
号「
大

覚
野
峠
防
災
」
の
早
期
着
工
、

　

宮
城
県
は
、
国
土
強
靱
化
の

加
速
化
や
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

に
向
け
た
財
源
の
確
保
な
ど
を

要
望
し
た
。

　

主
な
重
点
要
望
は
▽
東
日
本

大
震
災
復
興
関
連
事
業
に
対
す

る
支
援
の
継
続
▽
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
被
害

へ
の
対
応
▽
地
方
財
源
の
確
保

▽
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
再
稼
働
に
際
し
て

の
安
全
・
防
災
対
策
の
推
進

▽
想
定
さ
れ
る
地
震
・
津
波
に

よ
る
被
害
へ
の
対
策
に
係
る
支

援
の
拡
充
▽
国
土
強
靱
化
の
加

速
化
と
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
に

向
け
た
財
源
の
確
保
―
な
ど
計

12
項
目
。

　

こ
の
う
ち
国
土
強
靱
化
に
関

　

山
形
県
は
、
２
０
２
３
年
度

に
お
け
る
国
の
施
策
な
ど
に
対

す
る
提
案
に
つ
い
て
、
新
型
コ

　

福
島
県
は
、
第
２
期
復
興
・

創
生
期
間
の
折
り
返
し
地
点
と

な
る
２
０
２
３
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
、
避
難
12
市
町
村

の
再
生
を
は
じ
め
、
福
島
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

の
推
進
、
新
産
業
創
出
な
ど
重

点
６
項
目
に
基
づ
き
必
要
財
源

の
確
保
を
要
望
し
た
。

　

浪
江
町
川
添
地
区
へ
の
施
設

建
設
が
決
定
し
た
福
島
国
際
研

究
教
育
機
構
に
つ
い
て
は
、
復

興
を
進
め
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
拠
点
と
位
置
付

け
、
復
興
庁
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
早
期
具
現
化
に
向

け
た
予
算
や
試
験
研
究
に
係
る

税
制
上
の
所
要
措
置
を
要
望
。

　

本
年
度
に
入
り
葛
尾
村
、
大

し
て
は
、「
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に

必
要
な
予
算
・
財
源
の
総
額
確

保
を
要
望
。
ま
た
▽
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
▽
流
域

治
水
対
策
▽
漁
港
・
漁
村
や
農

業
施
設
の
防
災
機
能
強
化
▽
山

地
災
害
対
策
―
の
取
り
組
み
を

加
速
化
さ
せ
る
た
め
の
十
分
な

予
算
措
置
や
、
地
方
財
政
措
置

の
拡
充
を
訴
え
た
。
加
え
て
、

県
土
の
強
靱
化
を
図
る
た
め

に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
期
間

後
の
継
続
的
な
予
算
の
確
保
も

求
め
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
に
関
し

て
は
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管

理
・
長
寿
命
化
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
に
、
予
算
の
確
保
に

ロ
ナ
克
服
と
経
済
再
生
な
ど
を

見
据
え
た
新
規
お
よ
び
一
部
新

規
を
含
む
39
項
目
、
計
62
項
目

の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

主
な
新
規
項
目
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
形
成
や
、

遊
佐
町
沖
と
酒
田
市
沖
の
洋
上

風
力
発
電
の
導
入
を
後
押
し
す

る
た
め
酒
田
港
の
機
能
強
化
を

図
る
方
針
。発
電
設
備
の
出
荷
、

保
守
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠

点
と
な
る
基
地
港
湾
の
追
加
指

定
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
福
島
|
米
沢
間
に
掘

削
を
計
画
し
て
い
る
山
形
新
幹

線
「
米
沢
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

整
備
」
の
早
期
実
現
に
向
け
た

整
備
費
用
の
支
援
を
推
進
し
、

整
備
効
果
の
最
大
化
に
向
け

熊
町
、
双
葉
町
の
避
難
指
示
が

解
除
に
な
っ
た
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
に
つ
い
て
は
、
拠
点

整
備
や
定
住
促
進
の
た
め
の
帰

還
環
境
づ
く
り
に
必
要
な
予
算

措
置
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
外
に
関
し
て
も
住
民
や
自
治

体
の
意
向
を
踏
ま
え
た
避
難
指

示
解
除
へ
の
対
応
を
求
め
る
。

日
沿
道
今
泉
～
蟹
沢
Ｉ
Ｃ
間
は

国
事
業
で
別
線
建
設
を

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
や
復
興
の
姿
の

発
信
に
係
る
支
援
を
要
望

米
沢
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
推
進
な
ど

酒
田
港
の
基
地
港
湾
化
へ

国
土
強
靱
化
加
速
化
へ

財
源
確
保
を
要
望

国
際
教
育
研
究
機
構
の
拠
点
整
備

復
興
再
生
拠
点
区
域
外
の
対
応
も

　

岩
手
県
は
、
東
日
本
大
震
災

津
波
等
か
ら
の
復
興
関
連
と
し

て
最
重
要
事
項
４
項
目
、
重
要

事
項
15
項
目
の
ほ
か
、
地
方
創

生
推
進
関
連
と
し
て
35
項
目
な

ど
を
提
言
・
要
望
し
た
。

　

最
重
要
事
項
は
予
算
確
保
や

人
的
支
援
、
移
転
元
地
の
利
活

用
に
向
け
た
措
置
、
国
際
リ
ニ

ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の

実
現
を
挙
げ
、
重
要
事
項
で
は

津
波
対
策
施
設
に
係
る
維
持
管

理
費
等
に
対
す
る
財
政
措
置
、

観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
策
の

拡
充
、
被
災
地
と
連
携
し
た
震

災
の
風
化
防
止
や
国
内
外
の
防

災
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

強
化
の
た
め
、
教
訓
の
伝
承
と

復
興
の
姿
の
発
信
に
係
る
支
援

な
ど
を
求
め
た
。
地
方
創
生
関

係
は
企
業
立
地
施
策
、
情
報
通

信
基
盤
整
備
な
ど
へ
の
支
援
、

汚
水
処
理
施
設
整
備
の
推
進
、

自
然
公
園
等
の
施
設
整
備
に
係

る
予
算
の
確
保
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

加
え
て
台
風
災
害
等
か
ら
の

秋
田
港
と
北
秋
田
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ

「
秋
田
港
ア
ク
セ
ス
道
路
」
へ

の
重
点
支
援
な
ど
を
要
望
。

　

ま
た
、
日
沿
道
の
現
道
活
用

予
定
区
間
で
あ
る
「
今
泉
Ｉ
Ｃ

～
蟹
沢
Ｉ
Ｃ
間
」
に
つ
い
て
、

早
急
な
整
備
方
針
決
定
と
国
に

よ
る
整
備
を
求
め
た
。
同
区
間

で
は
、
翔
鷹
大
橋
を
含
む
既
設

県
道
の
活
用
を
目
指
し
て
き
た

が
、
同
橋
が
高
速
道
路
と
し
て

の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
事
か
ら
、
有
識
者
委
員
会
に

お
い
て
、
別
線
の
建
設
が
望
ま

し
い
と
の
方
針
案
が
出
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
秋
田
新

幹
線
新
仙
岩
ト
ン
ネ
ル
整
備

（
赤
渕
～
田
沢
湖
間
）
に
は
、

積
極
敵
な
支
援
措
置
を
要
求
し双葉町新庁舎開庁式

復興祈念公園内の津波伝承館・道の駅高田松原

駒込ダムの完成イメージ

た
ほ
か
、
国
土
強
靭
化
の
観
点

か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
も
具
体

化
を
要
請
。県
は
21
年
７
月
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
整
備
推
進
に
向

け
覚
書
を
締
結
。
事
業
ス
キ
ー

ム
確
定
に
向
け
た
検
討
な
ど
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

風
力
発
電
設
備
の
物
流
基
地
の
イ
メ
ー
ジ
図

（
出
典
・
酒
田
港
中
長
期
構
想
Ｈ
31
・
３
）

　

新
産
業
の
創
出
に
向
け
て

は
、
産
業
総
合
研
究
所
福
島
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
を

核
と
し
た
県
内
企
業
の
技
術
高

度
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
、
航
空
宇
宙
産
業
の

育
成
・
集
積
の
た
め
関
連
企
業

ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
な
ど
へ
の

支
援
を
要
望
。

　

イ
ン
フ
ラ
関
連
で
は
、
ふ
く

し
ま
復
興
再
生
道
路
を
は
じ
め

と
し
た
復
興
事
業
の
早
期
完

了
、
復
興
祈
念
公
園
の
整
備
、

常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
な

ど
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
た
。

　

原
子
力
発
電
所
事
故
関
連
で

は
、
多
核
種
除
去
設
備
処
理
水

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
）
の
処
分

へ
の
着
実
な
対
応
や
、
除
去
土

壌
な
ど
を
45
年
度
ま
で
に
県
外

最
終
処
分
す
る
た
め
、
最
終
処

分
地
の
選
定
を
含
め
た
具
体
的

な
方
針
・
工
程
の
早
期
明
示
が

重
要
と
し
て
い
る
。

規
提
案
４
件
、
継
続
提
案
19
件

の
計
23
件
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

災
害
時
に
人
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
と
す
る
防
災
対
策
お

よ
び
危
機
管
理
体
制
の
強
化
な

ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
「
防
災
公

共
」
と
し
て
提
唱
し
た
。

　

地
域
の
実
情
に
沿
い
、
災
害

時
で
も
安
全
な
避
難
経
路
・
避

難
場
所
を
確
保
す
る
「
防
災
公

共
推
進
計
画
」
を
策
定
し
進
め

て
い
る
が
、
避
難
経
路
上
の
危

険
箇
所
対
策
４
３
８
カ
所
の
う

ち
、完
了
が
89
カ
所（
約
20
㌫
）、

事
業
中
が
54
カ
所
（
約
12
㌫
）

に
留
ま
っ
て
お
り
、「
防
災
、

減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
必
要

駒
込
ダ
ム
本
体
工
事
費
等
を
促
進

　

青
森
県
は
２
０
２
３
年
度
の

重
点
施
策
提
案
と
し
て
、「
青

森
県
国
土
靭
化
地
域
計
画
」
の

着
実
な
推
進
に
向
け
「
防
災
公

共
」
等
の
事
業
や
、
地
方
創
生

を
支
え
る
主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
な
ど
新

な
予
算
・
財
源
を
、
通
常
予
算

と
は
別
枠
で
の
当
初
予
算
の
措

置
、
県
独
自
の
「
防
災
公
共
」

の
取
り
組
み
に
対
す
る
国
の
予

算
重
点
配
分
、
避
難
経
路
の
安

全
対
策
等
に
対
す
る
国
の
支
援

制
度
拡
充
を
要
望
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
近
年
の
災
害
を
踏

ま
え
、
河
川
・
海
岸
・
砂
防
事

業
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保

へ
岩
木
川
等
の
直
轄
河
川
や
県

河
川
改
修
事
業
の
促
進
、
駒
込

ダ
ム
本
体
工
事
促
進
な
ど
を
要

求
。

　

主
要
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
で
は
、
津
軽
自
動
車
道
柏

浮
田
道
路
の
促
進
。
上
北
自
動

車
道
、
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の

早
期
全
線
完
成
供
用
と
両
道
路

を
結
ぶ
野
辺
地
～
七
戸
間
の
機

能
強
化
へ
の
支
援
、
国
道
１
０

３
号
奥
入
瀬
（
青
撫
山
）
バ
イ

パ
ス
の
整
備
推
進
へ
予
算
の
重

点
配
分
を
求
め
て
い
る
。

復
旧
・
復
興
関
連
の
ほ
か
、
国

か
ら
選
定
さ
れ
た
釜
石
市
沖

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
開
発
や
沿

岸
北
部
で
の
洋
上
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
の
実
現
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
新
し
い
東
北
の
創
造
に
向

け
た
重
要
事
項
と
し
て
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な

る
活
用
に
向
け
た
支
援
を
求
め

た
。

　

こ
の
ほ
か
県
政
課
題
全
般
と

し
て
、
将
来
の
大
規
模
災
害
に

備
え
る
仕
組
み
の
構
築
や
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
を
推
進
す
る

財
源
の
確
保
、
農
地
・
森
林
・

水
産
基
盤
の
整
備
・
保
全
、
宮

古
盛
岡
横
断
道
路
の
全
線
高
規

格
化
お
よ
び
指
定
区
間
編
入
、

直
轄
事
業
の
推
進
、
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
へ
向
け
た
防

災
・
減
災
対
策
の
支
援
な
ど
45

項
目
を
提
言
・
要
望
し
て
い
る
。

加
え
て
一
層
の
補
助
採
択
基
準

の
緩
和
や
、
補
助
率
の
引
き
上

げ
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
女
川
原
発
再
稼
働

を
め
ぐ
っ
て
は
、
避
難
機
能
を

有
す
る
国
道
３
９
８
号
沢
田
工

区
の
早
期
完
成
と
合
わ
せ
て
、

県
道
２
事
業
の
補
助
率
の
か
さ

上
げ
と
い
っ
た
地
方
負
担
を
求

め
な
い
制
度
設
計
を
求
め
た
。

て
、
駅
な
ど
を
中
心
に
沿
線
活

性
化
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
も

新
た
に
要
望
す
る
。

　

拡
充
の
項
目
は
、
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
に
備
え
て
、
最
上

川
本
川
や
支
川
に
お
い
て
、
国

や
県
を
は
じ
め
流
域
全
体
で
取

り
組
む
流
域
治
水
対
策
を
着
実

に
進
め
る
た
め
の
予
算
の
確
保

や
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
を
促

す
。
ま
た
、
高
規
格
道
路
の
整

備
や
広
域
道
路
の
バ
イ
パ
ス
化

な
ど
道
路
網
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
や
渋
滞
の
緩
和
な

ど
課
題
解
決
に
向
け
た
道
路
整

備
に
必
要
な
財
源
を
長
期
安
定

的
な
確
保
を
目
指
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
の
国
際
線
の
就
航
も
可
能

と
す
る
た
め
地
方
空
港
の
滑
走

路 

２
５
０
０
㍍
化
の
推
進
、

輸
出
対
応
と
な
る
食
肉
処
理
施

設
の
整
備
支
援
制
度
の
充
実
も

求
め
て
い
く
。

東北６県重点要望東北６県重点要望 道路、トンネル、ダム等大型整備を要望道路、トンネル、ダム等大型整備を要望

朽
化
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
て

い
る
た
め
、

教
育
環
境
の

向
上
と
一
体

で
対
策
を
講

じ
る
。
学
校

施
設
の
建
築

単
価
に
つ
い

て
は
、
資
材

費
な
ど
の
上

昇
分
を
加
味

Ｒ398の石巻バイパス未整備区間

し
て
18
・
７
㌫
増
の
１

平
方
㍍
当
た
り
28
万
８

７
０
０
円
と
し
て
い
る
。

　

公
立
学
校
施
設
の
整

備
で
は
、
老
朽
化
対
策

と
多
目
的
な
空
間
整
備

な
ど
を
一
体
で
進
め
る

「
新
時
代
の
学
び
」
を

具
体
化
。
取
り
組
み
に

対
し
て
は
、
新
た
に
建

築
単
価
を
４
㌫
分
プ
ラ

ス
す
る
こ
と
も
盛
り
込

ん
だ
。

国
土
強
靱
化
関
連
の
事

項
要
求
と
し
て
、
非
構

造
部
材
の
耐
震
対
策
も

進
め
る
。
脱
炭
素
化
に

向
け
、
学
校
施
設
の
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
、
木
材
利
用
の

推
進
に
も
取
り
組
む
。

　

制
度
改
正
で
は
、特
別

支
援
学
校
の
教
室
不
足

解
消
に
向

け
た
改
修

な
ど
に
対

す
る
補
助

率
を
引
き

上
げ
る
。

ま
た
、
断

熱
性
が
確

保
さ
れ
て

い
る
体
育

館

に

対

し
、
空
調

新
設
の
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
と
し
た
。

　

国
立
大
学
・
高
専
な

ど
の
施
設
整
備
に
は
１

７
５
・
３
㌫
増
の
１
０

０
０
億
円
を
要
求
。
国

立
大
学
施
設
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的

に
進
め
る
ほ
か
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
の
先
導
モ
デ
ル
事

業
実
施
な
ど
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
関
連
予

算
も
求
め
た
。

　

農
林
水
産
省
の
２
０

２
３
年
度
概
算
要
求

は
、
公
共
事
業
費
と
し

て
前
年
度
比
17
・
６
㌫

増
の
８
２
１
３
億
円
を

要
求
し
た
。こ
の
う
ち
、

農
業
農
村
整
備
事
業
は

３
９
３
３
億
円
、
治
山

事
業
は
７
３
４
億
円
、

森
林
整
備
は
１
４
７
８

億
円
、
水
産
基
盤
整
備

は
８
６
０
億
円
で
、
い

ず
れ
も
18
・
４
㌫
増
と

な
っ
た
。
海
岸
事
業
の

94
億
円
、
農

産
漁
村
地
域

整
備
交
付
金

の
９
１
３
億

円
は
い
ず
れ

も
16
・
５
㌫

の
増
。
建
築

用
木
材
の
利

用
強
化
対
策

に
も
16
億
円

を
要
求
し
て

い
る
。

建築用木材の建築用木材の

利用強化などを要求利用強化などを要求

　

国
が
実
施
す
る
農
業

農
村
整
備
事
業
で
は
、

水
路
や
頭
首
工
な
ど
農

業
水
利
施
設
の
更
新
・

長
寿
命
化
、
た
め
池
の

防
災
・
減
災
対
策
、
農

業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節

機
能
強
化
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
水

利
施
設
の
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
支
援
に

も
３
１
２
億
円
を
求
め

て
い
る
。

　

林
野
関
係
の
公
共
事

業
で
は
、
治
山
事
業
の

中
で
機
動
的
な
復
旧
や

事
前
防
災
対
策
に
注
力

す
る
。

　

ま
た
、
50
年
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
て
、林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
に

１
１
８
億
円
を
要
求
。

国
産
材
の
供
給
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
や

林
業
の
担

い

手

育

成
、
木
材

加
工
流
通

施
設
の
整

備
な
ど
を

支
援
す
る
。

　

建
築
用

木
材
・
利

用
強
化
対

策
に
は
16

億
円
を
要

求
。
木
質
耐
火
部
材
の

利
用
実
証
・
普
及
や
、

直
交
集
成
材
の
利
用
な

ど
を
支
援
す
る
こ
と
も

盛
っ
た
。

　

水
産
関
係
で
は
、
水

産
物
の
輸
出
拡
大
に
向

け
て
拠
点
漁
港
の
流
通

機
能
強
化
、
養
殖
拠
点

整
備
な
ど
を
推
進
。
漁

港
施
設
の
耐
震
・
耐
津

波
化
や
長
寿
命
化
対
策

を
実
施
す
る
。　

学校施設整備費が学校施設整備費が

大幅増に

有識者による日沿道今泉～蟹沢間の方針案

文部科学省文部科学省 農林水産省農林水産省

青森県岩手県宮城県

秋田県山形県福島県

（３）　　２０２２年（令和４年）１０月２０日（木曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　第１８９３６号
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